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●
は
じ
め
に

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
（
以
下
、

Ａ
Ｅ
Ｃ
）
の
実
現
期
限
（
二
〇
一
五
年

一
二
月
三
一
日
）
ま
で
、
残
す
と
こ

ろ
一
年
強
と
な
っ
た
⑴
。
日
系
企
業
は
、

製
造
拠
点
と
し
て
、
市
場
と
し
て
、
そ

し
て
日
中
関
係
が
悪
化
す
る
な
か
で
の

チ
ャ
イ
ナ
・
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
の
投
資
先

と
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
大
き
な
関
心

を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
国
際
協

力
銀
行
が
二
〇
一
三
年
に
行
っ
た
日
系

製
造
業
に
対
す
る
調
査
で
は
、
中
期
的

（
今
後
三
年
程
度
）
有
望
事
業
展
開
先

国
・
地
域
の
上
位
二
〇
位
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
か
ら
九
カ
国
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
な
か
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
が
こ
れ

ま
で
に
何
を
実
現
し
て
き
た
の
か
、
残

り
一
年
で
何
が
変
わ
る
の
か
、
現
状
と

将
来
展
望
を
正
確
に
理
解
し
、
企
業
戦

略
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ａ
Ｅ
Ｃ
構
築
に
向
け
た
努
力
は
、
二

〇
〇
七
年
の
Ａ
Ｅ
Ｃ
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト

以
前
か
ら
営
々
と
続
け
ら
れ
て
き
て
い

る
。
二
〇
一
五
年
一
二
月
三
一
日
か
ら

二
〇
一
六
年
一
月
一
日
に
か
け
て
大
き

な
変
化
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
逆
に
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
先
進
六
カ
国
の
関
税
撤
廃

（
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
、
既
に
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い
る
分
野
も
あ
る
。
Ａ

Ｅ
Ｃ
の
成
果
は
、
こ
れ
ま
で
七
年
間
の

成
果
と
こ
れ
か
ら
一
年
間
の
成
果
の
総

体
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
⑵
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
が
こ

れ
ま
で
に
何
を
達
成
し
て
き
た
の
か
と

い
う
点
に
、
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
進
捗
度

を
評
価
す
る
際
、
最
も
よ
く
引
用
さ
れ

る
の
が
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体

ス
コ
ア
カ
ー
ド
」（
以
下
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス

コ
ア
カ
ー
ド
）
で
あ
る
⑶
。
本
稿
で
は
、

Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー
ド
を
巡
る
諸
問
題

を
検
討
す
る
。

●
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
意
義

と
課
題

Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー
ド
は
、
Ａ
Ｅ
Ｃ

の
進
捗
を
評
価
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ

た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
で
あ
る
⑷
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
が
作
成
し
、
そ
の
詳

細
を
二
年
に
一
度
公
表
し
て
い
る
（
二

〇
一
〇
年
三
月
、
二
〇
一
二
年
三
月
）。

た
と
え
ば
、
二
〇
一
二
年
春
に
発
表
さ

れ
た
報
告
書
で
は
、「
フ
ェ
ー
ズ
一
・

二
実
施
措
置
の
う
ち
六
七
・
五
％
が
実

施
済
」
と
し
た
う
え
で
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
四

本
柱
ご
と
の
実
施
率
も
公
表
さ
れ
た

（
①
単
一
市
場
・
生
産
基
地
：
六
五
・

九
％
、
②
競
争
力
の
あ
る
経
済
地
域
：

六
七
・
九
％
、
③
公
平
な
経
済
発
展
：

六
六
・
七
％
、
④
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
へ

の
統
合
：
八
五
・
七
％
）。
こ
の
よ
う

に
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー
ド
は
措
置
の

実
施
率
を
測
る
手
法
で
あ
る
と
い
う
点

で
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
型
」
の
評
価

手
法
で
あ
る
⑸
。

Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー
ド
は
、
公
式
性
、

包
括
性
と
い
う
二
点
に
お
い
て
極
め
て

有
用
な
文
書
で
あ
る
。
第
一
に
、
ス
コ

ア
カ
ー
ド
は
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
実
施
率
に
関

す
る
限
り
、
唯
一
の
公
的
資
料
で
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
が
策
定
し
、
定
期

的
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
経
済
大
臣
会
合
等
に
報
告
さ
れ
、

実
施
率
の
数
値
は
首
脳
会
議
・
経
済
大

臣
会
合
の
各
種
声
明
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事

務
総
長
の
ス
ピ
ー
チ
等
に
お
い
て
頻
繁

に
引
用
さ
れ
る
。
第
二
に
、
ス
コ
ア
カ

ー
ド
は
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
に

記
載
さ
れ
た
す
べ
て
の
措
置
の
進
捗
評

価
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
包
括
的

で
あ
る
。
特
定
の
措
置
（
た
と
え
ば
、

サ
ー
ビ
ス
貿
易
自
由
化
）
に
関
心
を
持

っ
て
い
る
場
合
に
は
物
足
り
ず
、
ま
た
、

国
別
の
情
報
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
特
定
国
に
関
心
を
有
す
る
者
に
と

っ
て
も
物
足
り
な
い
が
⑹
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
全

体
の
進
捗
度
合
い
を
把
握
し
た
い
者
に

と
っ
て
は
非
常
に
有
用
な
情
報
を
提
供

す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー

ド
の
存
在
は
極
め
て
有
益
で
あ
る
が
、

様
々
な
限
界
を
含
ん
で
い
る
⑺
。
ま
ず
、

ス
コ
ア
の
詳
細
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
第
三
者
に
よ
る
検
証
が
ほ
ぼ
不

可
能
で
あ
る
。
第
二
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

事
務
局
が
取
り
ま
と
め
る
文
書
で
は
あ

る
が
、
そ
の
評
価
過
程
に
お
い
て
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
各
国
の
自
己
申
告
を

基
礎
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第

三
者
に
よ
る
評
価
と
の
形
式
を
取
っ
て

い
る
が
、
実
態
は
自
己
評
価
に
近
い
。

第
三
に
、「
実
施
」
の
判
断
時
点
の
問

題
が
あ
る
。
梅
﨑
に
よ
れ
ば
、
一
部
の

Ａ
Ｅ
Ｃ
施
策
の
実
施
評
価
に
つ
い
て
、

各
国
が
批
准
し
た
か
否
か
を
判
断
基
準

と
し
て
い
る
た
め
、
国
内
関
連
法
制
度

の
整
備
状
況
等
は
評
価
対
象
と
な
ら
な

い
（
参
考
文
献
⑫
）。
こ
の
た
め
、
産



37 アジ研ワールド・トレンドNo.231（2015. 1）

ＡＳＥＡＮ経済共同体の進捗評価とＡＥＣスコアカードを巡る諸問題

業
界
か
ら
す
れ
ば
、
現
実
に
は
導
入
さ

れ
て
い
る
と
言
い
難
い
場
合
で
も
、「
実

施
済
」
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
大
い
に

あ
り
得
る
。
第
四
に
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア

カ
ー
ド
で
は
、
中
間
的
な
進
捗
が
全
く

考
慮
さ
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
シ
ン
グ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
（
Ｎ

Ｓ
Ｗ
）
を
導
入
す
る
と
の
目
標
に
関
す

る
評
価
を
行
う
際
、
全
て
の
港
湾
で
の

完
全
実
施
を
要
件
と
す
る
と
、
取
扱
貨

物
量
の
九
五
％
以
上
の
港
湾
に
お
い
て

導
入
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、「
未
実

施
」
と
の
評
価
と
な
る
。
数
多
く
の
港

湾
を
抱
え
る
島
嶼
国
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

等
）
に
と
っ
て
負
担
の
大
き
な
評
価
手

法
と
い
え
る
。
第
五
に
、
評
価
対
象
と

さ
れ
て
い
る
措
置
数
に
着
目
す
る
結
果
、

措
置
ご
と
の
重
要
度
の
差
は
反
映
さ
れ

な
い
。「
○
○
行
動
計
画
を
実
施
す
る
」

と
い
っ
た
形
で
実
質
的
に
三
〇
措
置
の

措
置
が
規
定
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

ス
コ
ア
カ
ー
ド
で
は
「
一
措
置
」
と
し

て
評
価
さ
れ
る
。

●
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
評
価

対
象
期
間
問
題

こ
う
し
た
課
題
に
加
え
、
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
問
題

と
し
て
、
評
価
対
象
期
間
を
巡
る
問
題

が
あ
る
。

Ａ
Ｅ
Ｃ
の
基
本
設
計
は
、
二
〇
〇
七

年
に
首
脳
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た

Ａ
Ｅ
Ｃ
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
で
描
か
れ
て

い
る
。
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
で
は
、
二
〇

一
五
年
を
目
標
達
成
期
限
と
設
定
し
た

う
え
で
、
実
施
期
間
を
四
段
階
に
区
分

し
た
。
フ
ェ
ー
ズ
一
（
二
〇
〇
八
―
〇

九
年
）、
フ
ェ
ー
ズ
二
（
二
〇
一
〇
―

一
一
年
）、
フ
ェ
ー
ズ
三
（
二
〇
一
二

―
一
三
年
）、
フ
ェ
ー
ズ
四
（
二
〇
一

四
―
一
五
年
）
で
あ
る
。
ブ
ル
ー
プ
リ

ン
ト
に
付
属
さ
れ
た
「
戦
略
的
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
」
で
は
、
各
フ
ェ
ー
ズ
ご
と
の

実
施
措
置
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

が
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー
ド
に
よ
る
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー
ド

は
、
こ
の
四
段
階
の
フ
ェ
ー
ズ
ご
と
の

実
施
度
合
い
を
評
価
す
る
と
い
う
構
成

に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
版
報
告

書
は
、
フ
ェ
ー
ズ
一
（
二
〇
〇
八
―
〇

九
年
）
ま
で
に
実
施
す
る
予
定
の
措
置

に
限
定
し
た
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
実

施
率
七
三
・
六
％
と
の
評
価
を
行
っ

た
。
同
様
に
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
公

表
さ
れ
た
報
告
書
で
は
、
フ
ェ
ー
ズ
一

お
よ
び
フ
ェ
ー
ズ
二
、
つ
ま
り
二
〇
〇

八
―
一
一
年
の
実
施
予
定
措
置
に
つ
い

て
、
実
施
率
六
七
・
五
％
と
公
表
し
た
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
二
〇
一
〇
年

か
ら
二
〇
一
二
年
に
か
け
て
、
実
施
率

が
悪
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
点
で

あ
る
。
無
論
、
既
に
実
施
さ
れ
た
措
置

が
撤
回
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
は
計
画
に
沿
っ
て
政
策
実
施
に

向
け
た
努
力
を
継
続
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
実
際
、
二
〇
一
二
年
版
報
告
書
で

は
、
フ
ェ
ー
ズ
一
措
置
の
実
施
率
八
六

・
七
％
（
七
三
・
六
％
よ
り
も
改
善
）、

フ
ェ
ー
ズ
二
措
置
の
実
施
率
を
五
五
・

八
％
と
し
た
う
え
で
、
フ
ェ
ー
ズ
一
、

二
を
通
じ
た
実
施
率
を
六
七
・
五
％
と

評
価
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
二
〇
一
二
―
一
三
年
に
か

け
て
、
実
施
率
の
数
値
は
更
新
さ
れ
続

け
、
六
七
・
九
％
、
七
二
・
〇
％
、
七

四
・
五
％
、
七
七
・
五
％
、
七
九
・
七
％

と
公
表
の
度
に
実
施
率
の
数
値
が
改
善

し
て
き
た
。

問
題
は
評
価
対
象
期
間
で
あ
る
。
二

〇
一
〇
年
版
報
告
書
の
発
表
以
後
、
実

施
率
を
引
用
す
る
場
合
に
は
、
何
ら
か

の
形
で
評
価
対
象
期
間
が
分
か
る
よ
う

な
文
言
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え

ば
、
二
〇
一
二
年
四
月
の
第
二
〇
回
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
議
長
声
明
で
は
、

「
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
一
年
の
期

間
の
全
体
的
な
Ａ
Ｅ
Ｃ
ブ
ル
ー
プ
リ
ン

ト
実
施
率
は
六
七
・
九
％
」
と
述
べ
て

い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
二
年
一
一
月

の
第
二
一
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
議

長
声
明
を
機
に
、
評
価
対
象
期
間
を
明

示
す
る
文
言
が
挿
入
さ
れ
な
く
な
り
、

単
に「
Ａ
Ｅ
Ｃ
措
置
の
○
○
％
を
実
施
」

と
い
っ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
（
表
１
）。

評
価
対
象
期
間
が
明
示
さ
れ
な
く
な

っ
た
結
果
、
公
表
さ
れ
た
数
値
が
、
一

体
何
を
評
価
し
て
い
る
の
か
定
か
で
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
二
〇
一
四
年
の

経
済
大
臣
会
合
の
前
に
発
表
さ
れ
た
実

施
率
の
数
値
は
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月

の
第
二
一
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
議

長
声
明
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
七
九
・

七
％
で
あ
っ
た
。こ
の
数
値
の
分
母（
評

価
対
象
と
な
る
措
置
の
総
体
）
に
つ
い

て
、
三
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
の
可
能
性
は
、
全
期
間
、
す
な
わ

ち
二
〇
〇
八
―
一
五
年
に
実
施
予
定
の

Ａ
Ｅ
Ｃ
措
置
全
て
が
評
価
対
象
に
含
ま

れ
て
い
る
可
能
性
で
あ
る
。
実
際
、
一

年
前
の
第
一
九
回
首
脳
会
議
議
長
声
明

は
「
Ａ
Ｅ
Ｃ
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
の
実
施

率
が
七
四
・
五
％
に
向
上
し
た
」
と
端

的
に
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
実

施
率
の
数
値
は
明
ら
か
に
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ

ア
カ
ー
ド
を
基
礎
と
し
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
可
能
性
は
低
い
。
第
二
の
可
能

性
は
、
フ
ェ
ー
ズ
三
期
間
が
終
了
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
フ
ェ
ー
ズ
三
の
評

価
は
全
く
行
っ
て
お
ら
ず
、
フ
ェ
ー
ズ

一
・
二
措
置
の
実
施
率
を
更
新
・
公
表

し
て
い
る
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

七
九
・
七
％
と
い
う
実
施
率
は
、
Ａ
Ｅ
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Ｃ
全
体
の
半
分
を
評
価
対
象
と
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
全
体
で

言
え
ば
、
実
施
率
は
四
割
程
度
で
あ
る

と
い
う
意
味
合
い
に
な
る
。
第
三
の
可

能
性
は
、
フ
ェ
ー
ズ
三
実
施
予
定
措
置

に
つ
い
て
も
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
時

点
ま
で
に
実
施
予
定
で
あ
っ
た
も
の
は
、

評
価
対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
可

能
性
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
担

当
者
が
行
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

資
料
に
よ
る
と
、
二
〇
一
二
年
一
一
月

に
公
表
さ
れ
た
七
四
・
五
％
と
の
数
値

は
、
フ
ェ
ー
ズ
三
実
施
予
定
措
置
の
う

ち
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
ま
で
に
実
施

予
定
で
あ
っ
た
四
四
措
置
を
評
価
対
象

に
含
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
⑻
。

二
〇
一
二
年
一
一
月
以
降
、
評
価
対
象

措
置
数
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
こ
と

を
併
せ
て
勘
案
す
れ
ば
、
第
三
の
解
釈

が
一
番
合
理
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
評
価
手
法
自
体
、
直
ち

に
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
、
ひ
と
た
び
数
値
が
公
表
さ
れ
る
と
、

評
価
対
象
期
間
に
つ
い
て
の
正
確
な
理

解
を
欠
い
た
形
で
、
結
果
の
数
値
だ
け

が
引
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し

て
実
際
に
、
ス
コ
ア
カ
ー
ド
に
よ
る
実

施
率
の
数
字
が
広
く
引
用
さ
れ
る
な
か

で
、
実
施
期
間
の
一
部
に
つ
い
て
の
評

価
に
過
ぎ
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
た

か
も
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
全
体

の
実
施
率
で
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
解
が

形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
身
に
あ
る
。
既
に
述
べ

た
と
お
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
公
式
文
書

に
お
い
て
評
価
対
象
期
間
へ
の
言
及
が

省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
結
果
、
レ
ル
オ
ミ
ン
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事

務
総
長
が
、
二
〇
一
三
年
七
月
に
「
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
ブ
ル
ー
プ
リ
ン

ト
の
措
置
の
ほ
ぼ
八
〇
％
を
実
施
し

た
」
と
言
及
し
て
い
る
な
ど
⑼
、Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
自
身
が
誤
解
を
拡
散
し
た
嫌
い
が

あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｃ

ス
コ
ア
カ
ー
ド
が
二
〇
一
四
年
の
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
大
臣
プ
ロ
セ
ス
の
隠
れ
た

主
要
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
な
っ
た
。

●
評
価
対
象
期
間
問
題
と
二
〇
一

四
年
版
報
告
書
を
巡
る
混
乱

Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
第
三
弾
報

告
書
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
公
表
予
定

で
あ
っ
た
が
、
見
送
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

さ
ら
に
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー
ド
が
重

要
課
題
の
ひ
と
つ
と
事
前
に
認
識
さ
れ

て
い
た
⑽
に
も
関
わ
ら
ず
、
同
年
五
月

の
第
二
四
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
で

は
、
実
に
二
年
ぶ
り
に
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
実
施

率
の
数
値
の
言
及
が
回
避
さ
れ
た
。
こ

う
し
た
経
緯
か
ら
、
公
表
予
定
で
あ
っ

た
報
告
書
に
何
ら
か
の
不
都
合
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ひ

と
つ
の
可
能
性
は
、実
施
率
の
「
低
下
」

で
あ
ろ
う
。

発
表
予
定
で
あ
っ
た
二
〇
一
四
年
版

報
告
書
で
は
、
二
〇
一
二
―
一
三
年
実

施
予
定
措
置
の
全
て
が
評
価
対
象
に
含

ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
二
〇
一
三
年
一

〇
月
現
在
で
は
評
価
対
象
に
含
ま
れ
て

い
な
か
っ
た
措
置
が
、
二
〇
一
三
年
一

二
月
時
点
で
は
評
価
対
象
に
加
え
ら

る
。
評
価
対
象
期
間
の
差
は
わ
ず
か
二

カ
月
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
未
実
施
措
置

が
相
対
的
に
多
く
残
さ
れ
て
い
た
結
果
、

ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
評
価
結
果
が
七
九
・

七
％
を
若
干
下
回
っ
て
し
ま
っ
た
可
能

性
が
高
い
⑾
。
こ
の
よ
う
に
数
値
が
一

時
的
に
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、

対
象
期
間
を
区
切
っ
た
形
で
評
価
す
る

以
上
、
当
然
の
帰
結
で
あ
る
し
、
実
際
、

二
〇
一
二
年
版
ス
コ
ア
カ
ー
ド
報
告
書

が
公
表
さ
れ
た
際
に
は
、
二
〇
一
〇
年

版
よ
り
も
数
値
が
悪
化
し
て
い
る
。
し

か
し
、「
Ａ
Ｅ
Ｃ
実
施
率
八
〇
％
」
と

表１　AEC スコアカードに関する公式文書での言及

年月 会合／文書
スコア

カードへ
の言及

評価結果の
数値の言及

（「実施率」）

措置数の明示
（実施済／評価

対象政策）

評価対象期間
の明示

11/2007 第 13 回首脳会議 ○ × - -

08/2008 第 40 回経済大臣会合 ○ × - -

03/2009 第 14 回首脳会議 ○ × - -

08/2009 第 41 回経済大臣会合 ○ × - -

10/2009 第 15 回首脳会議 ○ × - -

03/2010 AEC スコアカード報告書① ○ ○ (73.6% ) ○ (81/110) ○ (2008-09)

04/2010 第 16 回首脳会議 × × - -

08/2010 第 42 回経済大臣会合 ○ × - -

10/2010 第 17 回首脳会議 ○ × - △ (2008-09)

05/2011 第 18 回首脳会議 △ × - △ (2010-11)

08/2011 第 43 回経済大臣会合 × × - -

11/2011 第 19 回首脳会議 ○ × - -

03/2012 AEC スコアカード報告書② ○ ○ (67.5% ) ○ (187/277) ○ (2008-11)

04/2012 第 20 回首脳会議 ○ ○ (67.9% ) × ○ (2008-11)

08/2012 第 44 回経済大臣会合 × ○ (72.0% ) × △ (2008-11)

11/2012 第 21 回首脳会議 × ○ (74.5% ) × ×

04/2013 第 22 回首脳会議 × ○ (77.54% ) ○ (259/334) ×

08/2013 第 45 回経済大臣会合 × ○ (79.4% ) × ×

10/2013 第 23 回首脳会議 × ○ (79.7% ) ○ (279/350) ×

05/2014 第 24 回首脳会議 × × - -

08/2014 第 46 回経済大臣会合 × ○ (82.1% ) ○ (188/229) ○ (-2013)

?% 52/? (2014-15)

（注） 「○」は言及があること、「△」は間接的に言及があること、「×」は言及がないことを意味する。
「 - 」は実施率が言及されていない、○とも×とも言えない。

（出所）各種公式文書。
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ＡＳＥＡＮ経済共同体の進捗評価とＡＥＣスコアカードを巡る諸問題

の
誤
解
が
広
く
普
及
し
た
な
か
で
、
八

〇
％
未
満
の
数
値
を
公
表
す
る
こ
と
に

は
問
題
が
あ
る
と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
、

二
〇
一
四
年
版
報
告
書
の
公
表
延
期
と

な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

結
局
、
二
〇
一
四
年
八
月
、
第
四
六

回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
大
臣
会
合
は
、「
Ａ

Ｅ
Ｃ
の
実
現
に
向
け
、
二
〇
一
三
年
末

ま
で
に
実
施
予
定
の
優
先
主
要
措
置
の

八
二
・
一
％
を
実
施
済
」
と
発
表
す
る

こ
と
で
形
を
整
え
た
が
、
同
大
臣
会
合

の
議
長
声
明
の
文
言
を
注
意
深
く
理
解

す
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
に
、
本
議
長

声
明
で
は
、
評
価
対
象
を
「
優
先
主
要

措
置
」（prioritized key deliver a-

bles

）に
限
定
し
て
い
る
⑿
。
従
来
の
言

葉
遣
い
で
あ
れ
ば
、
単
に
Ａ
Ｅ
Ｃ
関
連

措
置
（A

EC m
easures

）
な
ど
と
い

っ
た
表
現
を
使
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
今
回
の
評
価
対
象
は
Ａ
Ｅ
Ｃ
措
置

全
体
で
は
な
く
、
そ
の
部
分
集
合
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
二
〇
一
四
年
版
ス

コ
ア
カ
ー
ド
報
告
書
は
、
本
稿
執
筆
時

点
（
二
〇
一
四
年
九
月
）
で
も
公
表
さ

れ
て
お
ら
ず
、
優
先
主
要
措
置
に
何
が

含
ま
れ
る
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
従

来
の
評
価
対
象
よ
り
も
措
置
数
が
減
少

し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
⒀
。
先
の

議
論
の
経
緯
に
照
ら
せ
ば
、
八
〇
％
を

超
え
る
数
値
の
公
表
が
優
先
さ
れ
、
実

施
状
況
の
把
握
と
い
う
本
来
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
趣
旨
が
曲
げ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

他
方
、
評
価
対
象
期
間
自
体
は
、
従
来

の
ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
手
法
が
維
持
さ
れ
、

「
二
〇
一
三
年
ま
で
に
実
施
予
定
」
と

限
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
経
緯
を
踏

ま
え
れ
ば
、
二
〇
〇
八
―
一
五
年
の
実

施
予
定
措
置
全
体
を
評
価
す
る
手
法
に

切
り
替
え
る
こ
と
が
視
野
に
入
っ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
が
、
二
〇
一
四
―
一
五

年
実
施
予
定
の
優
先
主
要
措
置
は
、
別

に
評
価
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
四
年
八

月
現
在
、
五
二
措
置
が
実
施
済
と
評
価

さ
れ
て
い
る（
評
価
対
象
措
置
数
不
明
）。

Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー
ド
へ
の
関
心
は

高
く
、
な
る
べ
く
早
期
に
、
優
先
主
要

措
置
の
内
容
と
と
も
に
、
評
価
の
詳
細

が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

●
最
後
に

Ａ
Ｅ
Ｃ
の
進
捗
度
合
い
に
関
心
を
持

つ
者
に
と
っ
て
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー

ド
は
有
意
義
な
情
報
を
提
供
し
て
い

る
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
憲
章
発
効
な
ど
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が

徐
々
に
制
度
的
な
基
盤
を
強
化
し
て
い

く
な
か
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
が
は

じ
め
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
を
発
揮
し

た
事
例
と
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー

ド
は
歴
史
的
に
も
重
要
な
意
義
を
有
す

る
。
し
か
し
、
そ
の
手
法
は
多
く
の
限

界
と
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
。
ス
コ
ア

カ
ー
ド
と
い
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
自

体
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
試
行
錯
誤
の
過

程
⒁
で
あ
る
以
上
、
問
題
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
の
意
義
を
否
定
す
る
の

は
建
設
的
な
態
度
で
は
な
い
。
数
値
の

利
用
者
は
、
数
値
が
上
昇
し
て
い
る
こ

と
だ
け
を
持
っ
て
進
捗
し
て
い
る
と
判

断
し
た
り
、
下
降
し
て
い
る
こ
と
を
も

っ
て
後
退
し
た
と
判
断
す
る
こ
と
な
く
、

厳
密
な
意
味
を
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
「
遅
々
と
し
て
進
む
」。

Ａ
Ｅ
Ｃ
関
連
措
置
の
実
施
度
合
い
も
、

ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
実
施
自
体
も
、
中
期

的
な
観
点
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
姿
勢

が
重
要
で
あ
ろ
う
。

（
ふ
く
な
が　

よ
し
ふ
み
／
東
ア
ジ
ア
・

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
上
級

政
策
調
整
官
）

《
注
》

⑴
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
一
般
的
な
解
説
と
し
て
は
、

参
考
文
献
⑩
⑪
を
参
照
。

⑵
二
〇
一
四
年
八
月
現
在
の
評
価
に
関

す
る
日
本
語
文
献
と
し
て
、
参
考
文

献
⑭
を
参
照
。

⑶
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー
ド
に
よ
る
評
価

結
果
に
関
す
る
解
説
と
し
て
、
参
考

文
献
⑧
を
参
照
。

⑷
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
根
拠
は
、

Ａ
Ｅ
Ｃ
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
（
パ
ラ
七

三
）
が
規
定
し
て
い
る
。

⑸
こ
の
帰
結
と
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

事
務
局
の
担
当
局
長
で
あ
っ
たRilo

氏
は
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー
ド
が
措

置
実
施
に
よ
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い

て
は
全
く
計
測
し
て
い
な
い
点
を
指

摘
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑤
）。

⑹
参
考
文
献
④
は
、
特
に
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ

ア
カ
ー
ド
が
国
別
の
実
施
率
を
公
表

し
て
い
な
い
点
を
批
判
し
て
い
る
。

⑺
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
大
臣
会
合
の
要
請

を
受
け
、
こ
う
し
た
課
題
を
克
服
す

る
新
た
な
方
策
を
検
討
し
て
い
る
の

が
、
東
ア
ジ
ア
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済

研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）
に
よ

る
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
非
公
開
資

料
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原
型
と

な
っ
た
初
期
の
研
究
と
し
て
参
考
文

献
⑦
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

⑻

P
resentation by A

nn M
. 

Robeniol at the W
orkshop on 

M
yanm

ar and the A
SE
A
N
 

E
conom

ic C
om
m
unity, 21-22 

M
arch 2013, N

ay Pyi T
aw
, 

M
yanm

ar.

同
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
時
点

で
の
実
施
率
七
四
・
五
％
の
数
値
を

説
明
し
て
お
り
、
フ
ェ
ー
ズ
三
措
置

の
内
数
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
一
月

か
ら
二
〇
一
二
年
一
〇
月
ま
で
に
実
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施
目
標
と
さ
れ
た
措
置
数
を
総
数
四

四
と
し
た
う
え
で
、
三
一
措
置
が
実

施
済
と
し
て
評
価
対
象
に
加
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
元
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
事
務
局
経
済
担
当
事
務
次
長

のSundram

氏
が
経
済
広
報
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
た
講
演
の
配
布
資
料

で
は
、
フ
ェ
ー
ズ
一
実
施
率
八
九
・

五
％
、
フ
ェ
ー
ズ
二
実
施
率
七
二
・

一
％
、
フ
ェ
ー
ズ
三
実
施
率
七
九
・

七
％
、
二
〇
一
三
年
ま
で
の
総
合
実

施
率
八
〇
％
と
い
う
数
値
が
言
及
さ

れ
て
い
る
。
厳
密
な
評
価
の
時
期
は

不
明
で
あ
る
が
、
文
脈
上
二
〇
一
三

年
一
二
月
現
在
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
こ
の
場
合
、
フ
ェ
ー
ズ
一
・
二

実
施
率
は
七
八
・
七
％
と
な
る
た

め
、
フ
ェ
ー
ズ
一
―
三
実
施
率
は
七

九
・
七
％
未
満
と
な
る
。

⑼
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.asean.org/new

s/
asean-secretariat-new

s/item
/

new
-publication-asean-annual-

report-2012-2013

）。

⑽
二
〇
一
四
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｓ

Ｅ
Ｏ
Ｍ
会
合
に
お
い
て
、
首
脳
会

議
に
向
け
た
未
解
決
の
問
題
の
筆

頭
と
し
て
Ａ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
カ
ー
ド

が
討
議
さ
れ
た
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

貿
易
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：http://

w
w
w
.kem

endag.go.id/files/

pdf/2014/04/29/indonesia-
terus-dorong-asean-atasi-
ham

batan-tarif-dan-non-tarif-
en0-1398737930.pdf

）。

⑾
脚
注
⑻
に
お
い
て
説
明
し
た
と
お
り
、

前
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
次
長
の
講
演
資

料
に
お
い
て
、
二
〇
一
三
年
一
二
月

時
点
の
フ
ェ
ー
ズ
一
―
三
実
施
率
が

七
九
・
七
％
を
下
回
っ
て
い
た
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

⑿
表
１
に
記
載
し
て
い
る
と
お
り
、
二

〇
一
四
年
八
月
公
表
の
数
値
の
対
象

措
置
数
は
二
二
九
措
置
で
あ
っ
た
。

他
方
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
公
表
数

値
の
対
象
措
置
数
は
、
三
五
〇
措
置

で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
一
二
一
措

置
分
が
評
価
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
こ

と
が
分
か
る
。

⒀
こ
の
点
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
の

担
当
局
長
で
あ
っ
たRilo

氏
自
身

が
強
調
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑤
）。
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